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混滋ほおける生の講絹

一H．v．K1eistの『聖ツェツイーリェ，

　　　　　　　　　　あるいは音楽の力』試論一

南　　　　勉

　クライストの作晶『聖ツェツィーリエ茅あるいは音楽の力』の決定稿は，

1811年に物語集第二巻に収められた。クライストは友人A1ミュラーの娘ツェ

ツィーリェのために、名付け親のプレゼントとして初稿を創作しヲ1811年11

月15日から17日まで自ら発刊していた「ベルリンタ刊新聞」に掲載している。

この稿はヲ量的には決定稿の％足らずでまた筋も単純であり雪宗教の勝利と

いうテーマにのみ力点が置かれている。当時のプロイセンでは財政が逼迫し

宰相ハルデンベルクが先頭に立って改革を断行していたが雪18iO年の勅令に

よって教会領地及びその財産は没収されることになった。この勅令は旧教徒

を激怒させたにとどまらず茅新教徒の問でも著しい不興を買った。このよう

な状況を念頭においてこの一稿を考量すると争そこには当時のプロイセン政

府の政策に対する厳しい批判が控え目な筆致で描出されていると理解できる。

ところが決定稿の場合には，第　稿をふまえて叙述されているにも拘らず，

宗教の勝利はメインテーマになっていない。また四人の兄弟の母親の登場に

よって，決定稿は質的にも量的にも第一稿とは全く異なっている。事件を叙

述した後雪母の登場によって事件の報告及び解釈が何人かの報告者によって

提示され、作晶世界は徐々に相対の相の下に置かれてゆく。その結果宗教の

勝利はかすんでしまい、第一稿に大きく反映していた政府の政策に対する批

判も全く影をひそめている。報告者の報告は予作品世界をますます複雑不可

解にし雪生の混沌における諸相を浮き立たせている。

　この小論において多筆者は分析を決定稿に限定する。そしてまず事件と作

品の背景について分析する。次に報告者の報告を分析することによって、報

告者の意識と発想を解明しつつ茅聖ツェツィーリエと音楽の力について考究

する。そして窓バラと晴雲という形象の象徴性を明らかにする。当該作品の
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タイトノレはクライストの他の作品に例を見ないような長く二者択一的なもの

であるが、これについて筆者の解釈を提示Lた後で、作晶世界の根源である

＜Gewa1t＞と混沌における生の諸相を概観してみたい。

I
I

　当該作晶は雪事件とその報告及び解釈から構成されている。前者は作品の

％を、報告及び解釈は％を占めている。ここではまず事件とその背景にスポッ

トを当ててみよう。

　作品の舞台はヲ16世紀末のドイツの市アーヘンである。16世紀と言えば，

ノレターと宗教改革の時代である。当時のドイツはルターの宗教改革と反宗教

改革の波に翻弄されヲ新教徒の問にも激烈な対立が生じ雪やがて30年戦争が

勃発してドイツの国土は焦土と化しヲ人口は激減した。作品に設定された時

問は，16世紀末から宗教戦争が終わる1648年までのおよそ60年である。事件

の背景は旧教徒と新教徒の対立である。

’事件の主人公である四人の兄弟は，16世紀の末のある日アーヘンの市で再

会した。長兄はアントワープで新教の副牧師を務め、他の三人はヴイテンベ

ルクで勉学している学生である。ヴィテンベルクは当時ノレターが教鞭をとっ

ていた市であるので、四人は完全な新教徒と理解できる。兄弟は面識のない

伯父からの遺産を相続するためにアーヘンに参集したがラ依頼できそうな人

士もなく事はうまく運びそうにないままとある宿に投宿する。この遺産相続

という目的は極めて世俗的であるが、これについては以後一切ふれられない。

兄弟は副牧師からオランダで猛威を極めた聖像破壊運動について話を聞き、

偶然聖体祝日に聖ツェツィーリエ僧院で祝祭が挙行されることを知った時ヲ

「熱狂と血気とオランダでの前例」1）に勇気づけられて，はからずも聖像破

壊を決行しようと決意する。この決意の動機についてはいささかも述べられ

ていないが亨作品の背景から推測できる。

Der　Prad1kant，der　derg1e1chen　Untemehmungen　mehr　a1s　emma1

ge1e1tet　hatte，versamme1te，am　Abend　zuvor，e1ne　Anzah1］unger，

1）　HvK1e1st　WERKE　UND　BRIEFE（以下K1e1stと略記），CHanser
　　　　　　　　Ver1ag　Munchen1977Bd2s216
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der　neuen　Lehre　ergebener　Kaufmannssohne　und　Studenten，

we1che，1n　dem　Gasthofe，be1We1n　und　Spe1sen，unter

Verwunschung　des　Papstums，d1e　Nacht　zubrachten，（216）

　兄の副牧師はこの種の企てに一度ならず加担した経験がある。また集まっ

た人々は秘かに新教に心を寄せる商人の息子たちや学生でありラ法皇政治を

烈しく呪っている。この引用からヲ作品の背景をなす対立がいかに熾烈か理

解できる。このような意識は，ひとり青年たちのみに限定されず、市の治安

を司る皇帝の士官ですらも「自ら法皇政治の敵であり、そのために少なくと

も秘かに新教に好意を寄せて」2）いる。旧教体制に対する新教徒の憤激は著

しい。新教徒の集団は，旧教徒に比べその教義にふさわしく個別的であり、

確固とした組織的基盤に依拠していない。その構成員は全て男性であり、行

動は極めて破壊的である。

　旧教側はこのような風潮を敏感に察知しヲその対応は新教側とは異なり組

織的である。旧教側の構成員は全て女性で，その対応は外観上決して破壊的

ではない。尼僧たちは、不安におののきながらも院長の指揮の下暴力的企図

に対して調和的な音楽で対応する。

In　den　Nomenk1ostem趾ren，a㎡das　Sp1e1〕eder　Art　der　Instrumente

geubt，d1e　Nomen，w1e　bekannt1hre　Mus1ken　se1ber　auf，oft　m1t

emer　Praz1s1on，e1nem　Verstand　und　e1ner　Empf1ndung，

d1e　man1n　mann11chen　Orchestern（v1e11e1cht　wegen　der　we1b11chen

Gesch1echtsart　d1eser　gehe1mn1svo11en　Kunst）vermBt（217）

　尼僧たちは、ありとあらゆる種類の楽器に習熟して演奏曲を演奏する。そ

してその演奏には茅「男性の楽団にはない精確さと理解と情感」がある。あ

らゆる類の破壊道具を手にした新教徒の群と比べると，彼女たちがいかに調

和的で非暴力的か明らかである。ところでこの楽団の指揮を執ることになっ

ていたアントニアは雪「数日前から激しい神経熱を患い」ラ「完全に人事不

省に陥り、予定の楽曲を指揮することはおよそ考えられない」3）状態にあっ

2）　　ebend．s．217

3）　　ebend．s．217－18
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たが多祭典の直前に突然「少し青ざめた顔色こそしてはいたものの，生き生

きと元気な姿で」4）登場する。これは実に奇怪なことである。しかしヲ彼女

の登場によってそれまで不安と動揺の極にあった尼僧たちは予水を得た魚さ

ながらに活気づきヲ演奏中「僧院にいる人々はあたかも死んでいるかのよう

でありヲ四人の漬神的な兄弟とその一味がいるにも拘らず、床の上の塵さえ

動かなかった」靱のである。

　アントニアは，実に不気味な神がかり的な存在である。彼女の病気からの

回復と同夕の突然の他界について、テキストは因果律的な問いを拒んでいる。

また争ミサ曲の演奏後に言語を奪われて狂態に陥った兄弟についても事情は

異ならない。ここに当該作品の＜聖徒物語＞としての特性がある。クライス

トは多＜聖徒物語＞という枠付けの下に，聖なる世界への侵入を拒んでいる。

その結果予Gewa1tの世界がにわかに浮き上がり雪聖なる世界は後退して

いる。ここに謂うGewa1tとはヲ最高の力であると同時に破壊的でもある

二元的な魔カのことである。6）

　作品の語り手はう事件について詳述した後各報告者にそれぞれ報告と解釈

を提示させているが，事件の全体像にふれようとはしない。ここでは四人の

兄弟が収容された病院の管理者たちの報告を仔細に検討してみよう。

　事件の六年後多兄弟の母親が彼らの消息を求めてアーヘンに登場する。そ

の時アーヘンの市民たちは、事件をすっかり忘れている。しかし母親の努力

と調査によって事件の糸口がときほぐされ雪息子たちが市の精神病院に収容

されていることが判明する。母親がその病院を訪ねた時ラ彼らは礫刑像を置

いたテーブノレに着席して合掌しながら祈りを捧げていた。この光景は多母親

にとって全く異様でありラここから以前の彼らのおもかげはおよそ想、像でき

ない。病院の管理者たちは雪この光景について「兄弟はただ救世主の栄光を

讃えており」雪「救世主こそ唯一なる神の真の息子であることを他の誰より

4）　　ebend　s218

5）　　ebend．s．219

6）　H．Kraft：ERH6RTES　UND　UNERH6RTES，WFink　Ver1ag

　　　　　　MOnchen1976s．124
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もよく理解していると信じています」ηと述べている。兄弟はまるで旧教徒

そのものであるかのようであり争以前とは正反対の状態にある。彼らはまた，

管理者たちの報告によると「六年この方このような幽霊じみた生活を続けラ

ほとんど眠らず気晴らしもしないままであり，また片言隻句も彼らの口の端

にのぼってこない」8）状態である。このような生活は茅修道僧さながらの苦

行のそれでありヲかつて投宿した宿で鯨飲馬食していた姿と比べると全く対

極的であり争まさしく狂態としか形容できない。加えて彼らは言語まで奪わ

れている。このために彼らとの対話は不可能である。

　，daB　s1e　s1ch　b1oB　1n　der　Stunde　der　M1tternacht　emma1von

1hren　S1tzen　erhoben，und　daB　s1e　a1sdam，m1t　emer　St1mme，

we1che　die　Fenster　des　Hauses　bersten　machte，das　g1oria　in

exce1s1s1nton1erτen　（220）

　四人の兄弟は雪「深夜に一度だけ寝所から起き出してヲ病院の窓も割れん

ばかりの声でグロリア働イン魑エクスツェルジスを」歌っている。このグロ

リアはヲ事件の時に演奏されたミサ曲で、神を讃える栄光謂である。彼らの

行動は、奇怪で無気味である。「窓も割れんばかりの声」という表現からわ

かるように，彼らの歌声は身の毛もよだつようなすさまじい声である。彼ら

の歌には尼僧たちの歌に体現された諸調はいささかも感じられない。そして

それは絶対的な不協和でありヲ調和からはほど遠い。9）これはまさに音楽の

Gewa1tである。この不協和な歌は、兄弟の狂態を傍証しているかのようで

ある。

　病院の管理者たちは多他方この兄弟を肉体的には完全に健康と判断しヲ彼

らの中に「まじめで厳そかな性質のものではあれ、ある種の明るさ（Heiter－

keit）」10）を認知している。これは不思議な認識であり茅注目すべきである。

この「ある種の明るさ」は，彼らの聖徒性をそれとなく示唆している。

　管理者たちの報告はラ病院関係者らしく実に細かい。しかし、彼らは兄弟

の過去や狂気の原因などについて一顧だに与えようとしない。彼らの報告や

7）　K1e1st，a　a　O，s220

8）　　ebend．

g）　H．Kraft，a．a．O．，s．120

10）　K1eist，a．a．O．，s．222
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解釈はヲー貫して兄弟の現在の状態に制限されている。11）

　　　　　　　　　　　　　　　　IV

　Ve1tGotthe1f氏は争事件に直接関与した重要な現実の目撃者である。彼

は茅事件の後結婚して数人の子供をもうけ、父の家業を継いで織物商人とし

て生活している。Ve1tとは悪魔の同意語であり，敬虞な名前Gotthe1fは

堕落したVeitという名前と結合している。⑭この氏名は、彼の二面性と転

身をそれとなく暗示している。

　Veit氏は訪ねてきた兄弟の母親の用向きを理解すると、ドアに鍵をかけ

て「あなたが私を法的審問に巻き込むつもりでないのなら、包みかくさず率

直に告白いたしましょう」B）と述べている。この発言から明らかなように，

彼は過去の無謀な行動を後悔してその発覚を秘かに恐れている。ごこに彼の

立場と発想がおのずと発露している。

　Ve1t氏にとって，周到に準傭した企図がなぜ突然いともたやすく挫折し

たのかは不可解である。しかし茅彼はその原因が音楽にあると認識している。

彼は，「あなたの御子息方は、奇妙にも音楽がはじまるとすぐに，いっせい

に帽子を脱ぎました。彼らは名状し難い感動にひたっているかのようにヲ伏

せた顔にやおら両手を当て，副牧師は感動の一瞬の後ふりかえって大きな恐

しい声でヲ私たち一同にすぐに帽子を脱ぐようにと言ったのです」1勾と述べ

ている。この時点で聖像破壊に加担した人々はリーダーを失って四散し、ま

た兄弟は夕刻になっても投宿していた宿に帰宅しない。

Aber　w1e　schi1dere1ch　Euch　mem　Entsetzen，ed1e　Frau，d－a1ch

d1ese　v1er　Mamer　nach　w1e　vor，mt　gefa1teten　Handen，den　Boden

mit　Brust　und　Scheite1n　kussend，a1s　ob　sie　zu　Stein　erstarrt

waren，he1Ber　Inbrunst　vo11vor　dem　A1tar　der　K1rche　darmeder一

11）　LHover1and　H　V　K1e1st　und　das　Prmz1p　der　Gesta1tung，Scr1ptor

　　　　　　　　Ver1ag1978s．190
12）　K　Mu11er－Sa1get　Das　Pr1nz1p　der　Doppe1deut1gke1t　m　K1e1sts

　　　　　　　　　　　Erzah1ungen，m　KLEISTS　AKTUALITAT，
　　　　　　　　　　　w1ssenschaft11che　Buchgese11schaft1981s183
13）　K1e1st，a　a　O，s221

14）　　ebend．
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gestreckt11egen　sehe一（222）

　兄弟は夕刻たなっても相変らず合掌したまま胸と頭で大地に口付けをし、

まるで硬直して石にでもなったかのように狂熱にあふれて僧院の祭壇の前に

腹ばいになっている。この光景は実に異様であり，これを目のあたりにした

Veit氏の驚きは想像に難くない。この時点で兄弟は完全な狂態にありヲか

っての彼らのおもかげは消失している。彼らは宿に連行された後も，狂った

旧教徒さながらに十字架の前で黙然と合掌し、一心不乱に祈りを捧げている。

彼らは食事には手もつけずヲまた隣室に敷かれた寝床に目もくれない。そし

て、深更身の毛のよだつような声で突然グロリアを歌いはじめる。

So　mogen　s1ch　Leoparden　und　Wo1fen　anhoren1assen，wenn　s1e

zur　e1s1gen　Wmterze1t，das　F1rmament　anbru11en　D1e　Pfe11er　des

Hauses，▽ersichere　ich　Euch，erschutterten，und　d－ie　Fenster，von

1hrer　Lungen　s1chtbarem　Atem　getroffen，drohten　k11rrend　a1s

ob　man　Hande　v’o11schweren　Sandes　gegen1hre　F1achen　wurfe，

zusammen　zu　brechen（223）

　Ve1t氏は兄弟の歌うグロリアを茅凍てついた冬の夜空に向かって吠える

豹や狼の胞障に楡えている。兄弟のグロリアは，神を讃える尋常な歌とは決

して言えない。彼らが歌い始めた時ヲ「家の柱という柱はぐらぐらとゆらぎ茅

窓は彼らの肺から出る目に見えんばかりの息が当って、両手一杯の重い砂を

表面に投げつけたかのようにギシギシときしんで今にも砕けそう」であった。

これは決して歌ではなく絶対的な不協和音であり、まさしくGewa1tその

ものである。このような身の毛のよだつ光景を前にして、人々が驚きと恐怖

のあまり逃げ出してしまうのは、蓋し理の当然である。Veit氏は、彼らの

歌を「炎の燃えさかる地獄のどん底からヲ悲痛にも慈悲を求めて神の耳もと

へ昇ってゆく戦傑的で不快な胞嘩」と認識し，兄弟を「永遠に呪われた罪人」

とか「問違いなく悪霊にとりつかれた人々」1勃と規定する時、無意識裡に自

らの本音をもらしている。彼は，自已の過去を後悔して減却したいがために，

このような認識と規定によって兄弟を暗に断罪している。これは、明らかに

15）　　ebend．s．223
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彼の偽善性である。このために病院の管理者たちとは異なり茅兄弟の「ある

種の明るさ」に彼は気づかない。

　Veit氏の報告は、全て直接話法で叙述されている。彼の報告は、目撃者

であるだけに実にリアルで生々しい。しかし彼の認識は，そのていねいな語

り口とは裏腹に極めて窓意的である。彼の報告は，家族をもつ男としての生

き方に動機づけられている。16）

V

　僧院の院長は、自分自身の身の危険を顧ずに僧院守護のみをひたすら念じ

て聖像破壊をもくろむ徒輩に対して毅然としていた。彼女の「自分の生命を

投げうってまでの献身」1ηは，彼女の意識を強く規定している。

　兄弟の母親が僧院に院長を訪ねた時、院長は「安楽椅子にすわりヲ龍の瓜

に支えられた足台に足をのせて」旭）いた。龍はヲ「民問信仰において宝の番

人とみなされ、他方で悪，つまり悪魔と誘惑の化身」凹）である。この龍はヲ

院長の悪魔的な面を象徴的に暗示している。彼女は兄弟の母に、「御子息方

をおそった運命は、もうどうしようもないのでできるだけ気持ちを鎮めるよ

うに」瑚と述べている。このように述べる時，彼女は自己の視角のみから判

断し、兄弟の狂態については全く無関心である。21）「王侯のような婦人」η）

という語り手の規定はヲ院長の本質を的確に把えている。唯一絶対の神に奉

仕する院長にとって，神への奉仕は絶対的な是であり、神をなみせんとする

行動は是が非でも容認できない。彼女はラ暴徒たちの企図が挫折したのは神

の力に因ると考えている。

Gott　se1bst　hat　das　K1oster，an］enem　wunderbaren　Tage，gegen

den　UberInut　Eurer　schwer　verw1rrten　Sohne　besch1rmt（227）

16）　L．Hoverland，a．a．O．，s．190

17）　H．Kraft，a．a．O．，s．131

18）　K1eist，a．a．O．，s．225

19）　H．Kraft，a．a．O．，s．127

20）一　K1e1st，a　a　O，s226

21）　L．Hover1and，a．a．O．，s．191

22）　K1eist，a．a．O．，s．226



混沌における生の諸相 85（957）

　院長はラ兄弟の行動を「思い上がり」と認識し、兄弟を「ひどく頭の混乱

した息子たち」と規定している。神への奉仕を阻止せんとする人々は彼女に

とって敵対者であり争またその行動は暴挙でしかない。「神が僧院を守護し

た」という認識は絶対的なものであり蟹）ラ院長の認識の一面性を端的に物語っ

ている。彼女は事件の当日誰がオーケストラの指揮をとったのかわからない。

彼女はヲ尼僧アントニアは演奏の問意識不明の状態で病臥していたという証

言を出した後でヲ「彼女の看護に配置された一人の尼僧は，大聖堂で聖体祝

日の祝典が行われた午前中片時も彼女のベットの側から離れなかった」理）と

述べている。これは奇怪なことではあるが，アントニアが同夕他界したので、

事の真相はわからない。当日の指揮者やアントニアの死はヲ院長にとって明

らかに副次的な問題である。院長はこの件に関心がなく多判断をより高位の

人々に委ねている。

Auch　hat　der　Erzb1schof　von　Tr1er，an　den　d1eser　Vbrfau　ber1chtet

ward，bere1ts　das　Wbrt　ausgesprochen，das1hn　a11e1n　erk1art，＞nam－

11ch，daB　d1e　he111ge　Cac111e　se1bst　zu　g1e1cher　Ze1t　schreck11che　und

herr11che　Whnder　vo11bracht　habe＜，md　von　dem　Papst　habe1ch　so－

eben　ein　Breve　ertha1ten，wodurch　er　dies　best直tigt．（227）

　トリーアの司教は、　「聖ツェツィーリエがヲ自らこの恐しくもすばらしい

奇跡を成就した」と述べている。聖ツェツイーリェとは，Jacobus　de

Voragineの『黄金伝説』の中の聖女であり雪異教徒の中にあって強い信念

をもってキリスト教を信奉しヲ多くの異教徒を説諭によって改宗させた後雪

殉死している。彼女は健全な女性で、決して何かを絶対化することはなく茅

また院長のように組織的基盤に立脚してはいない。彼女は，ひとり自已の信

念と判断のみに依拠しており，院長とは好対照をなしている。院長はヲ司教

の宣告を肯定した後で「法皇からたった今ラこの件を説明する小勅書を受け

とったばかりです」と述べている。ここにはおよそ論理性はない。院長は、

宗団というヒェラノレヒーの中の一つの操り人形に他ならず、神の下僕として

聖なるものを求める志向性はいささかも感じられない。また司教や法皇の判

23）　L．Hover1and，a．a．O．，s．191

24）　K1eist，a．a．O．，s．227
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断は極めて独断的で雪院長と同様に宗団という組織を維持するために手段を

選ばない。これはまさに宗団という組織のGewa1tであり茅ここには真理

や聖なるものの存在する余地は残されていない。

　院長の報告は雪宗団維持という強い目的意識で貫かれているためにヲ彼女

の身命を惜しまぬ努力にも拘らず、極めて一面的である。それは撃自已の独

善性と宗団の偽善性及び組織的なGewa1tを、彼女の意図とは裏腹に明白

に露呈している。

w
　当該作品に設定された時間はおよそ60年であるが、6年という時間の枠内

で人々の意識は変化している。また60年の枠で状況も大きく変わっている。

ここでは人々の意識と状況の変化について仔細に考量してみよう。

　アーヘンの市を統治している皇帝の士官は、法皇政治と敵対して秘かに新

しい教義に心を寄せていたのでヲ院長の僧院保護の要請を巧みな口実をもう

けて拒否した。しかし祭典の当日ミサ曲の演奏が終わった時，「皇帝司令官

の命令によって何人かの者に逮捕令状が出されヲ騒乱の罪を敢えて犯した数

人の漬神者たちは衛兵によって逮捕連行」瑚されている。司令官の意識はヲ

事件の前後で全く逆になっている。

　Ve1t　Gotthe1f氏は，聖像破壊運動に直接関与した人である。彼はラその

後父の家業を継ぎ，結婚して数人の子供をもうけている。彼は内心過去の無

謀を後悔しヲ秘かにその発覚を恐れている。そして茅自分を暴挙に巻きこん

だ兄弟を暗に断罪している。彼の意識も事件の前後で逆変している。

　二人の意識は同じように変化している。二人は当初、新しい教義に心酔し

ていた。ところがその後，いとも簡単に心酔した教義を放棄している。これ

は、新しい教義が二人の意識の中で血肉となっていなかったことを意味する。

二人はともに，本来聖なるものへの志向性をもった人々ではなく，世俗的な

生を求めていただけにすぎない。

事件前の四人の兄弟は快活な青年で争アーヘンの市ではなやかな社交をく

りひろげていた。しかし事件の後で言語を奪われヲ四肢はこわばりまるで操

り人形のようである。彼らは，苦行僧同然の生活を送り、狂態であるとは言

25）　　ebend．s．222
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え自分たちのことを幸福であると思っている。彼らは，まさに「キリストの

真正の弟子」脆）であるかのような印象を与える。彼らは老年まで生き、　「習

慣に従ってもう一度栄光調を歌った後でラ明るい満ち足りた死」η）をとげて

いる。彼らはラ狂態に陥ってから明るい光の中をすみかとしているかのよう

である。

　兄弟の母親は、事件の真相に迫る唯一の人物である。彼女は、いろいろな

人々の報告を受けて息子たちの狂気の原因が音楽の力であると認識する。彼

女は茅グロリアの譜面を眺めているうちに音楽のカに圧倒されて全能の神の

前にひれ伏し服従したいという気持ちになり、その一年後「カトリック教会

の懐に帰って」鴉）いる。

　兄弟と母親は生来新教徒であったが、正気と狂気の差こそあれ新教から旧

教へ改宗している。兄弟は、狂ってはいるもののまるでイエス1キリストの

真正の弟子のようである。彼らの老年を迎えての明るい満ち足りた死は象徴

的でありヲ正気であった時の彼ら自身を否定しているかのようである。一方

母親は大人しい女性で、大きな変革に加担するような性格の持ち主ではない。

彼女は、自らを心服させるものに唯々諾々と従う平凡な一市民であり、最も

深い心痛を受けた被害者である。あまつさえ彼女の努カが悉く無に帰してい

るだけに茅彼女の改宗はごく自然な感情であるように思われる。

　僧院の院長はラ自己の立場と役割を十分自覚した存在であり、その意識に

矛盾も分裂も全くない。彼女はヲ自已の職務を全うするために身命を賭して

粉骨砕身している。彼女の努力は結実し、暴徒の群れを四散させて僧院は安

泰である。また皇帝の士官やVe1t氏は自らの無謀を後悔して権威の前にお

ののき、四人の兄弟は狂態にある。母親が訪ねた時、僧院は隆盛の極にあり，

院長は「王侯の貴婦人」さながらに、まばゆくきらびやかで威風堂々とした

感がある。彼女は雪兄弟の母親をも権威と力で旧教に改宗させている。彼女

は、いかなる敗北をも喫したことのない唯一の勝利者である。しかしヲ彼女

の努カや彼女の属する宗団という組織の他面での問題性を，運命は決して見

逃さない。兄弟の運命とは対照的に、僧院は「ウェストファリア条約の一項

によって国有化」四）されてしまう。ここで謂う国有化とはヲ教会領地及び財

26）　L　Hover1and　a　a　O，s193

27）　K1eist，a．a，O．，s．228

28）　　ebend．

29）　　ebend．s．219
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産の没収である。ここにおいて院長の努力は完全に水泡に帰してしまい茅そ

の存在すらも徹底的に否定されている。院長や宗団のGewa1tはヲ運命の

Gewa1tによって否定されている。Gewa1tはGewa1tで否定されること

によって勝者は全くいなくなり、全てが相対の相の下に置かれている。クラ

イストは茅このような予測もつかない苛酷な運命の転変をいみじくもすばら

しい形象で語ることを忘れない。

．．，und（sie）komten，wenn　sie　sich　m血hsam　erhoben，durch　die

Offnungen　der　Bretter　hmdurch　von　dem　Inneren　n1chts　a1s　d1e

pracht1g　funke1nde　Rose　m　H1ntergrund　der　K1rche　wahrnehmen

（225）

　普請中の教会の板のすき間から雪華麗に輝く窓バラが垣問見えている。バ

ラは雪キリスト教世界において天上のバラの象徴であり，またバラは愛のと

まる所でラそこで天使や聖者は慈愛を伝える。釦）この窓バラは聖なる世界の

象徴である・バ引キ僧院の一面をあらわしている・しかし・クライストの

燗眼は他の一面も見逃さずラバラと同時に運命のGewa1tを予兆させるよ

うな暗い形象を並置する。

Dabei　stand　ein　Gewitter，dunke1schwarz，mit　vergo1deten

Randern，1m　H1ntergrunde　des　Baus，　（225）

　陽を浴びてきらびやかに輝く窓バラとともにヲ聖堂の背後に金色に縁どら

れた暗雲がわだかまって雷鳴をとどろかせ争聖堂の方へ稲妻を走らせている。

この日は晴天にも拘らずヲ明るい光に暗雲がつきまとっている。この暗雲は，

突然大きく広がっていつ何時でも陽の光を遮蔽しかねないような印象を与え

る。バラと暗雲という形象はヲ運命の明暗両面を象徴的に示唆している。

　事件亨兄弟の発狂茅人々の意識の変化、母の改宗茅僧院の国有化ラこれら

は全てバラと暗雲の形象に収れんされる。誰も運命を予見できず、運命に翻

弄されラ結果として全てが相対の相の下に置かれている。しかし四人の兄弟

だけはヲ否定を通して狂態にあるにも拘らず茅かすかではあるが鈍色の聖な

30）　H．Kraft，a．a．O．，s．219
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る光芒を放っている。運命は多この兄弟のみにかすかに微笑しているかのよ

うである。

w
　当該作品のタイトノレはラ『聖ツェツィーリエヲあるいは音楽の力』となっ

ている。聖ツェツィーリエは雪異教徒の中にあってキリスト教を篤く信奉し，

確固とした信念の下に幾人もの異教徒を力ではなく説諭によって改宗させた。

彼女はヲ聖なるものを求めての苦闘の末殉死した聖徒である。当該作品にお

いて茅聖ツェツィーリエは尼僧アントニアと同格視されているが多その立場

や役割から見るとこれは牽強付会にすぎない。むしろ同格視されるべき立場

にいる人物は，僧院の院長であるが、彼女は聖ツェツィーリエとは似て非な

る存在である。聖ツェツィーリエに比肩できる存在は雪作品中には登場して

いない。一方音楽の力は多Gewa1t，つまり調和的であると同時に破壊的で

もある魔性のカのことである。音楽はヲ宗団という組織を維持するために重

要な役割を果たしている。そして宗団の高位の人々によってのみ合目的的に

利用されている。音楽はラ宗団の中にあっては調和と団結を生み出し、宗団

の外では破壊的な作用を及している。このように理解するとラ聖ツェツィー

リエか音楽のカかという問いに対する答えはラ端的に言うとそのどちらでも

ない。聖ツェツィーリエと音楽の力とは対立する二つの極であり、作品世界

はその両極の間である。前者は宗教に殉じた人々の世界で輝く聖徒であり，

僧院は市門の外に位置し，両者とも市民生活からは離れている。このような

作品世界を根源において支配しているのは，運命のGewa1tである。この

カによって，全てが相対の相の下に置かれている。作晶の主たる登場人物は，

この運命のGewa1tを無意識裡に感じとっている。Ve1t氏と院長に代表

される報告者たちはラ決して真相に迫ろうとせず自已の立場を弁護するにと

どまっている。また人々の発想を包括する媒体も何ら存在しない。これはラ

まさに混沌と絶望の世界である。このような状況にあってヲ運命に正対して

いるのは茅母親と狂態にある兄弟である。母は，最も大きな心痛を受けなが

らヲ自らの意志で本来ならば敵対すべき旧教に改宗している。彼女は，聖ツェ

ツィーリエに最も近い存在ではなかろうか。また亨四人の兄弟はかすかな光

を放っているように見える。兄弟の放つ微光の中に希望があるとは堂も言い

切れないが，真に聖なるものはこのような状況においてしか啓示されないの
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かも知れない。兄弟の姿は，混沌と絶望の中で全ての制約から自由な人間本

来の自然な姿なのかも知れない。このように理解すると，作品世界はにわか

に現代性をおびてくる。当該作品が書かれた時期のプロイセンは、ナポレオ

ンの圧政に屈した結果改革につぐ改革のために動乱状態にあった。政府の政

策に批判的な批評紙は、厳しい検閲を余儀なくされ廃刊のやむなきにいたる

ものもあった。財政改革という政策を軸に杜会が変動しラ宗教の世界も決し

て聖域ではありえなかった。このような雰囲気はラ冒頭で述べたように当該

作品の第一稿に如実に反映している。このような状況において茅全てが時代

のうねりに翻弄され、社会における安疋した基軸は存在しない。しかも合理

的思考において不合理がカを得ている。これはヲまさに現代杜会のひな形で

あり，バラと暗雲の形象が予示する混沌の世界である。クライストはヲ16世

紀の宗教改革と反宗教改革という激しい嵐の吹きすさんだ時代を背景にラ

「聖徒物語」という枠組みに仮託して雪混沌における生の諸相を沈着冷静な

筆致で巧みに描出しているように筆者には思われるのである。


